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装置の特長

窓材などの透視ひずみをサンプルを傾けた状態や不等距離状態でも測定できるようになりました。

透視ひずみ測定装置PersTRiDY の適用拡大
－ サンプル設置位置角度の自由度拡大 －
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● 窓材などの透明な対象の透視ひずみを屈折角や屈折力の分布として表示・出力いたします。
※透視ひずみ表示単位 ： 屈折角～ミリラジアン、屈折力＊～ミリディオプトリ

● 測定対象を傾けた状態で透視ひずみ分布を測定後、パースペクティブ補正表示により歪部位の特定が容易に行えます。

● カメラ光軸方向で測定対象位置を任意に設定でき、測定位置の制約が少なくなりました。

● マルチスリットパタンと独自のアルゴリズムにより短時間で高感度な測定ができます。

● 測定結果はマップ表示、鳥瞰図表示、CSVファイル出力ができます。

＊屈折力（ディオプトリD） D=１／ｆ ｆ：焦点距離(m)

測定系の構成

測定方法

プロジェクタからスクリーン上に投影した移動するマルチス
リットパタンを、測定対象を介してカメラで観察します。

従来は、測定対象をスクリーンとカメラの中央に立てておく
必要がありましたが、今回、カメラ光軸方向の任意位置で
測定できるようになりました。

また、測定対象を傾斜させることにより透視ひずみが強く
表れます。傾斜させた状態で測定し、測定対象が平面と
の前提で、パースペクティブ補正表示を行い、あたかも測
定対象を垂直に立てて測定したようなデータが得られます。
（傾斜状態での測定値は相対値として出力しています）

測定例

測定対象 ： 市販ポリカーボネイト板（300mm×300mm×3t）

測定対象を斜め45°傾け、透視ひずみを強調した状態で測定した画像（左図）に対し、パースペクティブ補正により測定対
象を正面から観察した状態に変換した画像が中央となります。測定対象を垂直に立てて測定した画像（右図）に比べひず
みが強調表示されています。

縦方向屈折力分布画像
（パースペクティブ補正画像）

縦方向屈折力分布画像
（測定対象を垂直に立てた状態で測定）

縦方向屈折力分布画像
（測定対象上部をカメラ側に45°傾斜し測定）
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